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１ 基本方針（目的） 

 

（１）はじめに 

南海トラフ巨大地震は 2022 年 1 月時点で、今後 30 年以内に 70～80％の確率で発生す

ると言われています。過去最大の災害が予想されます。被害も甚大になるため、すぐには

助けが来ません。自分自身の命は自分で守る必要があります。 

近年、気温の上昇、大雨の増加や気候変動等の影響が全国各地で拡大しています。洪水

や土砂崩れが頻発し、危害が私たちに迫っています。人的被害やライフラインへの影響

により生活が脅かされます。常日頃の備えが大切です。 

 

（２）基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自助」 自分の命は自分で守る。日ごろから備える。 

「共助」 みんなで助け合う。 

「公助」 公的な対策と支援を受けられる。 

「協働」 避難所運営も避難者自ら行う。 

 

大規模広域災害においては、消防や警察などの防災機関が全てには対応できません。 
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２ 計画名称、策定主体及び対象地区 

 

（１）計画名称  富熊地区防災計画 

 

（２）策定主体  「富熊地区防災計画」は富熊地区自主防災会により、富熊地区を対象に

定めます。 

 

（３）対象地区  「富熊地区防災計画」は次表の地区を対象として定めます。 

地区名 自治会名 世帯数 地区名 自治会名 世帯数 

本村地区 

本村北東 ９ 
庄・中央地区 

庄 １８ 

本村北西 １４ 中央 １１ 

本村中 ２１ 

川南地区 

塔寺 ２０ 

本村南 ２０ 油山 １４ 

メープル富熊 ９ 水掛西 ９ 

西沖地区 

旭東 １１ 水掛東 ９ 

旭西 ５ 

奥川内地区 

常行 ６ 

旭南 １１ 奥西 １８ 

西沖中 １６ 奥中 １２ 

グリーンフィールド １８ 共和 ３ 

日の出 １６ 奥東上 ８ 

東沖地区 

沖中 ９ 奥東下 ３ 

沖進 １１ 

大原地区 

大原南上 ９ 

沖栄 ９ 大原南下 ４ 

中塚上 １２ 大原南中 ９ 

中塚下 ８ 大原北 ８ 

次見地区 

次見西 ２０ 大原北中 ７ 

次見東 １０ 富士見坂地区 富士見坂 ４７６ 

富熊たのしみ会 ６    

宮の前 ６    

 合  計 ８８５ 

※自治会未加入住宅・戸建住宅 ６１５世帯 

人口・世帯数内訳（令和 5年 12 月 1日現在） 

 世帯数 1,500 世帯、人口 3,741 人（男 1,799人、女 1,942 人） 
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３ 地区の特性等 

 

（１）地区の特性 

富熊校区は丸亀市の南東に位置し、瀬戸内の内陸部で、一年を通じて温暖な気候に恵

まれ、南方に四国山地、讃岐山脈があり、台風等、自然災害も比較的受けにくい地域で

す。 

夏は高温で蒸し暑く、降雨量は比較的少ないところです。雨は梅雨と台風シーズンに

集中しています。 

大束川流域として、昔から水田地帯が多く、ため池も多く分布しています。 

 

（２）予想される災害 

・急激な大雨により綾川水域の水量が増加し、連結している大束川の氾濫が過去にも数

か所起きています。 

・ため池への降雨の流れ込みにより、氾濫、崩壊が起きています。 

・河川や水路に雑草やゴミが堆積しており、大雨による氾濫が起きています。 

・大雨による土砂災害が発生しています。 
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（３）地区防災マップ 
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４ 活動内容 

 

（１）平常時の取組 

① 防災知識の普及・啓発 

地区住民一人ひとりが防止に関心を持ち、準備することが重要となることから、ハザ

ードマップや備蓄品、地震に備えた家具転倒防止対策など、防災知識の普及・啓発に取

り組む。 

 

② 地区内の危険個所の把握 

地区で協力して、災害図上訓練や防災まち歩きなどを通し、地区内の危険個所や防災

上問題のある場所の確認・改善を行う。 

 

③ 指定避難所・指定緊急避難場所・避難経路の確認 

地区住民一人ひとりが、自分が避難する指定避難所を確認するとともに、避難所まで

の避難経路も確認しておく。 

 

④ 防災資機材の点検、食料等の備蓄 

地区で防災資機材や備蓄物資を整備し、日頃の点検・整理や使い方を確認するととも

に、災害時に使用できる保管場所であるかどうかの確認も行う。 

 

⑤ 防災訓練の実施 

地区住民に対し、防災訓練の積極的な参加を呼びかけ、災害時の動きを確認する。 

 

 

（２）災害時の取組 

① 情報収集・伝達 

・防災行政無線・テレビ・ラジオ・インターネットなどから正しい情報を収集し、地区

住民に伝達する。また、地域の災害状況や負傷者の情報、火災発生状況などをとりま

とめ、市災害対策本部などの防災機関に報告する。 

・公衆通信網の途絶 自主防災会非常通信網を活用した地区内の情報の収集・伝達。 

② 初期消火 

消防団員や消防署員が到着するまでの間、火災の延焼拡大を防ぐための初期消火活

動を行う。あくまで、初期消火であるため、無理はせず、消防団や消防署員の到着後は、

その指示に従う。 
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③ 救出・救助、救護活動 

自分自身の安全に注意しながら、みんなで協力して負傷者や倒壊した家屋の下敷き

になった人の救出・救助活動を行う。救出・救助後は、適切な応急手当を行い、重傷者・

中等傷患者がいる場合には、救護所等に搬送する。 

 

④ 避難誘導 

防災マップや地区内の被災状況を確認しながら、指定避難場所に安全に避難する。避

難誘導班を中心に地区住民の安全かつ迅速な避難誘導を行う。 

 

⑤ 避難所運営 

行政やボランティア団体等と連携し、避難所運営マニュアルを活用しながら、地区住

民全体で避難所運営に当たる。 

 

 

（３）避難行動要支援者等への支援 

災害発生時には、高齢者や障がい者、妊婦や乳幼児など避難に時間を要する避難行動

要支援者に対する支援が重要となります。そこで、民生児童委員や市福祉部局が作成

した避難行動要支援者名簿をもとに、災害発生時における避難をサポートする支援者

の選定や避難経路など個別の避難計画を事前に検討しておく。 

また、日頃から安否確認等を通して、積極的に避難行動要支援者の方々とコミュニケ

ーションを図り、円滑な支援が行えるよう信頼関係の構築にも努める。 
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５ 防災活動の内容 

 

（１）防災体制 

組織名称 富熊地区自主防災会 

地区の状況 

（R5.12.1現在） 

世帯数：1,500 世帯 

人 口：3,741 人（男 1,799人、女 1,942 人） 

組織の体制 

役員 

会長 富熊コミュニティ協議会会長 

副会長 

富熊コミュニティ協議会副会長 

富熊コミュニティ協議会副会長 

富熊コミュニティ協議会副会長 

総務班班長 富熊コミュニティ協議会総務部長 

情報連絡・避難誘導班班長 富熊コミュニティ協議会生活福祉部長 

避難所運営・衛生班班長 
富熊コミュニティ協議会体育部長 

富熊コミュニティ協議会育成部長 

給食・給水班班長 富熊コミュニティ協議会生活福祉部副部長 

救出救護・消火水防班班長 富熊コミュニティ協議会防犯環境部長 

避難場所等 

施設名 管理者 電話番号 

富熊コミュニティセンター

分館（ゆうとぴあ綾歌） 

富熊コミュニティセン

ター所長 
86-5087 

富熊小学校 富熊小学校校長 86-2010 

富熊保育所 富熊保育所所長 86-2209 

富熊コミュニティセンター 
富熊コミュニティセン

ター所長 
86-5224 

主な避難経路 防災マップに記載 

緊急時の連絡先 

連絡先 電話番号 

丸亀市役所 

防災対策本部事務局 
24-8946 

25-4006 

危機管理課 25-4006 

生活環境課 24-8809 

福祉課 24-8873 

消防本部 防災課 25-4005 

丸亀警察署  22-0110 

その他特記事項 
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（２）活動体制 

 

班名 責任者 平常時の役割 災害時の役割 

総務班 富熊コミュニ

ティ協議会 

総務部長 

全体調整 

関係機関との事前調整 

・関係機関との連絡 

・各班との連絡調整 

・関係機関との連絡調整 

・資機材調達 

・応援団体制の調整 

・ボランティアの対応 

・自主防災会非常連絡網 

情報連絡・避

難誘導班 

富熊コミュニ

ティ協議会 

生活福祉部長 

広報・啓発 

避難経路の点検 

避難行動要配慮者の支

援体制の整備 

・自治会との連絡 

・災害情報の収集及び伝達 

・災害情報の掲示・現地確認 

・避難行動を促すための説得 

・避難誘導 

・要介護者の避難の救助 

・避難行動要配慮者把握と支援 

避難所運営・

衛生班 

富熊コミュニ

ティ協議会 

体育部長、 

育成部長 

資機材・器具の整備・

点検 

・避難所開設、運営 

・安全な避難場所の周知 

・避難所レイアウトの設定 

・避難所機材作成、準備 

・避難者名簿作成 

・入退所の把握 

・安否確認の問い合わせ 

・来訪者対応 

・トイレの管理 

（施設トイレの管理、簡易トイレの

使用法説明） 

・ゴミの管理 

（ゴミ捨て場の選定、周知、管理） 

・手洗い、消毒器材の設置と方

法周知 

給食・給水班 富熊コミュニ

ティ協議会 

生活福祉部 

副部長 

資機材・器具の整備・

点検 

・避難所内の食料、物資の確認 

・物資の配布と在庫確認 

・調理設備の確認 

・炊き出し、給水確保 

救出救護・消

火水防班 

富熊コミュニ

ティ協議会 

防犯環境部長 

資機材・器具の整備・

点検 

・消火活動 

・水防活動 

・出火防止の呼びかけ 

・要配慮者援護 

・子ども援護 

・負傷者の救出 

・応急手当など 

・避難所防犯 
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（３）地区の連絡網 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

総務班 

情報連絡・避難誘導班 

救出救護・消火水防班 

給食・給水班 

避難所運営・衛生班 

富 熊 コ ミ ュ ニ テ ィ

協議会生活福祉

部副部長 

富 熊 コ ミ ュ ニ テ ィ

協議会防犯環

境部長 

本 部 

富熊コ ミ ュ ニ テ ィ

協議会総務

部長 

富 熊 コ ミ ュ ニ テ ィ

協議会生活福

祉部長 

防災士連絡協議会 

アマチュア無線クラブ 

自主防災専門委員会 

丸亀市地域担当（防災） 

富 熊 コ ミ ュ ニ テ ィ

協議会体育部長、

育成部長 

各自治会長 

民生委員 

富熊小学校校長 

富熊保育所所長 

綾歌中学校ＰＴＡ 

富熊小学校ＰＴＡ 

あやうたこども園ＰＴＡ 

富熊保育所保護者会 

美化推進委員 

更生保護女性委員 

老人会 

食生活改善 

愛育班 

福祉ママ 

福祉協力委員 

校区内医療従事者 

消防団ＯＢ 

看護師ＯＢ 
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（４）防災関連施設 

① 救護病院 

 

② 医療機関 

 名称 住所 電話番号 

１ 大久保内科 丸亀市綾歌町富熊 1077-1 86-6500 

２ しげのぶ医院 丸亀市綾歌町栗熊東 66-6 86-6355 

３ 和田内科医院 丸亀市綾歌町栗熊東 506-1 86-6161 

４ 小林医院 丸亀市綾歌町岡田下 500-1 86-3038 

５ 楠原内科医院 丸亀市綾歌町岡田東 2266-3 86-3005 

６ くすはら整形外科医院 丸亀市綾歌町岡田東 2269-7 86-2340 

７ かわい歯科 丸亀市綾歌町富熊 2448-3 86-6407 

８ 本川歯科 丸亀市綾歌町富熊 981-4 86-2112 

９ あおいデンタルクリニック 丸亀市綾歌町栗熊東 48-3 86-3900 

10 阿部歯科医院 丸亀市綾歌町栗熊東 494-2 86-5688 

11 丸尾歯科医院 丸亀市綾歌町岡田上 1751-1 86-5757 

 名称 住所 電話番号 

１ 香川労災病院 丸亀市城東町三丁目 3-1 23-3111 

２ 香川県立丸亀病院 丸亀市土器町東九丁目 291 22-2131 

３ まるがめ医療センター 丸亀市津森町 219 23-5555 

４ 岩本病院 丸亀市郡家町 2486-5 28-6311 

５ 厚仁病院 丸亀市通町 133 23-2525 

６ 篠原記念病院 丸亀市中府町五丁目 12-11 23-2205 

７ 中山病院 丸亀市城西町二丁目 1-3 23-0231 

８ 丸亀林病院 丸亀市風袋町 177-1 22-8181 

９ 宮野病院 丸亀市中今津町 19番地 1 22-3171 

10 吉田病院 丸亀市宗古町 5 22-8101 

11 中野外科胃腸科医院 丸亀市土器町東三丁目 617 25-2525 
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③要配慮者利用施設 

 名称 住所 電話番号 

１ 富熊小学校 丸亀市綾歌町富熊 1227 86-2010 

２ 富熊保育所 丸亀市綾歌町富熊 1226 86-2209 

 

④その他の施設 

 名称 住所 電話番号 

１ 丸亀警察署 丸亀市新田町 1-7 22-0110 

２ 丸亀市綾歌交番 丸亀市綾歌町栗熊 1600-6 86-2021 

３ 丸亀市消防本部 丸亀市大手町２丁目 1-37 25-0119 

４ 丸亀市消防団第 15分団 丸亀市綾歌町富熊 1000-2 86-1784 

５ 綾歌市民総合センター 丸亀市綾歌町栗熊 1038-1 86-2311 

６ 綾歌保健福祉センター 丸亀市綾歌町栗熊西 782 86-6600 

７ 
綾歌総合文化会館 

（アイレックス） 
丸亀市綾歌町栗熊西 1680 86-6800 
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（５）防災活動に必要な資材及び備蓄品 

  ① 資機材 

 

  

!"!#$!$#作成

製品名 *+,+名 型式 個数 購入年月日 保管場所 備考

防雨型>?@A式投光機 日動工業 HIJK""LM ! HNO$! MJN 全般

一輪車 # HNO$! MJN 全般

UV*WX K HNO$Y Z 全般

UV*WX用UW\]^X K H!"$O N_`Za#_Kb 全般

UV*WX N" H!"$O c_N"ZaNN_NKd 全般

,WefAgh!KiNcj N H!!$! MJN 全般

X]Ak+l+特定小電力 rsAt+\ uvHJN"Y ! H!!$! 事務所 情報収集}伝達

��sV無線機 �^�� b��Jc c H`"$�$!` 別紙 情報収集}伝達

��sV無線機 �^�� b��JY # �!$O$! 別紙 情報収集}伝達

�����無線機 八重洲無線 uv�J#"" N �!$c$K 電源込� 情報収集}伝達

水中�Ae N HNO$Y MJN 初期消火

��+�+rh!" j N HNO$Y MJN 初期消火

�+rf+V 本宏製作所 N H!!$! MJN 初期消火

>^�Vr�Ae 工進 I¤!KuH N MJN 初期消火

l¥¦ `" H!#$O MJ! 初期消火

水中�Ae ¦V§ LMJI¨I ! HNO$! MJN 水防

�Ae用�+r©!" ª ��+�+r ! HNO$! MJN 水防

,WefAg継¬手 N HNO$! MJN 水防

®柄k°±V角型 浅香工業 # HNO$! MJN 水防

排水¶+VlV·¸¹º» N HNO$Y MJN 水防

雨合羽 ¾iN"}¿iN" ¿¿iK NK À!K$` d 水防

電動�ÁAÂ+ 新t^Ä工業 ZN"NJÅ N HNO$! MJN 救出

�Á+A·?WÈhNÉj N H!"$O MJN 救出

三脚UW\ N H!"$O MJN 救出

,ÌÍ�l+V ! MJN 救出

L¤b懐中電灯 K H!`$NN Z 救出

長靴 # H!`$NN MJN 救出

軍手 N"" H!`$NN Z 救出

?+e K"Ó À!K$` d 救出

ÔÂfA携行缶 土井化成金属 ! HNO$! MJN 避難所運営}協力}水防

灯油sAÈhãäLª # HNO$Y MJN 避難所運営}協力}水防

K"Z��+�+r,WefAg ` H!!$! MJN 避難所運営}協力}水防

防災用具frX
�§��ÍçèAs+倉庫}}}Zë防災環境部倉庫N$!}}}Më�§��ÍçèAs+物入ð}}}dëñòóôõ}}}b
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製品名 $%&%名 型式 個数 購入年月日 保管場所 備考

6787発動機 新=>?工業 BCDEFGGHI E JKLME NHK 避難所運営S協力

V%WX%YZKG[\G]^ _`a E JKLME NHK 避難所運営S協力

bYc漏斗ZKfg7h^ 前川金属 K JKLME 避難所運営S協力

台車 K JEGML NHK 避難所運営S協力

混合用`7rZstu^ K JEEME v 避難所運営S協力

混合w>YEx>rY K JEEME v 避難所運営S協力

台車ZbYcy%z7r^ K JEEME NHK 避難所運営S協力

y%z7r`>a s JEEME NHK 避難所運営S協力

{%|%=>}~|7`7 �`%X7� fGfG K v 避難所運営S協力

台車 K NHK 避難所運営S協力

着替��7� z%Y金属 �H\KGs \ v 避難所運営S協力

災害救済用毛布 fG JKLMKG NHE 避難所運営S協力

������ KG JK�MF NHE 避難所運営S協力

�Y%�%� K JEEM� � 避難所運営S協力

非常用���� EG JE\MKK v 避難所運営S協力

簡易�%`�Y�>� �EF f �EsM� v 避難所運営S協力

?7` h�7�¡?7` h¢£¤y%^ L v 避難所運営S協力

丸型��%� �¦�c §¨©F�ª E �EfM\ NHE 避難所運営S協力

折¬­­®¯ � f入 E v 避難所運営S協力

充電式`?%|>� 充電器付 E DsM\ v 避難所運営S協力

\fGtur´``7r K JKLM� NHK 給食S給水

fGGtu`7rZ¸Y�付^ r´` K JEGML NHK 給食S給水

蓋付¸º»Z¼½t¾ E JEEM� � 給食S給水

¿À� E JEEM� � 給食S給水

8ÁÂÃ K JEEM� � 給食S給水

c¢x% K JEEM� � 給食S給水

水�X`7rZEGtu^ L v 給食S給水

水�X`7rZEtu^ s\ Ä 給食S給水

水Å �´�YZÆt¾ Ef v 給食S給水

移動ÈÉÊ ËI JEsML NHE 給食S給水

羽釜 EI JEsML NHE 給食S給水

大釜用取Ð手 高尾則光�作 富老連寄付 E JEfMK NHE 給食S給水

&|%V%7 KG JKLMKG NHK �Û他

&|%Ý%� KG JKLMKG NHK �Û他

防災倉庫Æ r´` áâ©\EEE K �EfM\ NHE �Û他

Vcãä�åg7`%倉庫SSSv�防災環境部倉庫KMESSSN�Vcãä�åg7`%物入êSSS��ë�ìíîSSSï
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!"!#年#月

製品名 商品名 個数 内容量 賞味期限 保管場所 備考

大人用<=> ?@ABC D袋 F 避難所運営K協力

乳児用<=> PBCQ D袋 F 避難所運営K協力

RST UUVW D缶 !YZ[!\袋[! F 避難所運営K協力

哺乳瓶 _!`a#購入 !本 F 避難所運営K協力

生理用ghij _!`a#購入 D袋 F 避難所運営K協力

非常用圧縮毛布 q箱 st個入u F 避難所運営K協力

vwixCyCz `"個 F 避難所運営K協力

超立体~wT s箱 stt枚 F 避難所運営K協力

���z�j� y�zS �箱 �本入u F 避難所運営K協力

��� s個 F 避難所運営K協力

����z@v �!" q箱 F 避難所運営K協力

�@w�j s個 F 避難所運営K協力

着替V�jz !個 F 避難所運営K協力

����投光器�乾電池� q個 F 避難所運営K協力

 �¡?jh ¢個 F 避難所運営K協力

備蓄z@v�z¤C¥C� s箱 �D"aD!aD F 避難所運営K協力

備蓄z@v�z¤C¥C� s箱 �DDa¦aD F 避難所運営K協力

@jw§jzz@v \箱 D"" F 避難所運営K協力

v@j¨Cz © D" F 避難所運営K協力

� D" F 避難所運営K協力

�� ` F 避難所運営K協力

ª«¬j消毒¯Cw D F 避難所運営K協力

U乳瓶消毒液 s本 F 避難所運営K協力

寝袋 ! F 避難所運営K協力

�@w�j D F 避難所運営K協力

三角巾 `" F 避難所運営K協力

µC§¶Sz@v \ · 避難所運営K協力

z@v用¸wSC¹固»¼ # · 避難所運営K協力

RSzj��z _!`a#購入 D½ F 避難所運営K協力

毛布 q箱 D" F 避難所運営K協力

静音�SR¶?j¯�z D箱 D"" F 避難所運営K協力

¨RxÀ�Á�j§C倉庫KKK·�¨RxÀ�Á�j§C物入ÅKKKF

防災用具Bwz
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② 資機材の点検 

班名 担当者 内容 時期 

情報連絡・ 

避難誘導班 

富熊コミュニ

ティ協議会生

活福祉部長 

避難行動、要配慮者、要支援

者の把握 
毎年度６月 

広報、啓発 日々 

避難所運営・

衛生班 

富熊コミュニ

ティ協議会体

育部長、育成

部長 

防災資機材・救出用器具の点

検（整備） 
地区防災訓練前 

給食・給水班 

富熊コミュニ

ティ協議会生

活福祉部副部

長 

給食・給水器具の点検（整備） 

浄水器は市より配布 
地区防災訓練前 

救出救護・ 
消火水防班 

富熊コミュニ

ティ協議会防

犯環境部長 

資機材・器具の整備・点検 地区防災訓練前 

 

③ 備蓄品 

  

  

製品名 内容量 個数 )*+ 賞味期限 保管場所

高賀6森 899㎖ ;< = ;9;>年>月 A

北CDE+保存水 899㎖ ;< H ;9;I年<月 J

899㎖ ;< ; ;9;8年K月 A

899㎖ ;< ; ;9;I年L9月 A

899㎖ ;< H ;9;I年<月 A

899㎖ ;< ; ;9;I年L9月 J

北CDE+保存水 899㎖ ;< 8 ;9;H年8月 A

北CDE+保存水 MN > L9 ;9;H年>月 A

高原6森水 899㎖ ;< ; ;9;H年>月 A

899㎖ L99H <;

PQRSTUVWX*倉庫[[[\

;9;<年L月飲料水

PQRSTUVWX*物入a[[[A bcdef綾歌[[[J
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製品名 $%&%名 入数 箱数 賞味期限 保管場所

田舎4飯 尾西 89 : 89 ;9;<年>月 @

ABC4飯 尾西 89 ; :99 ;9;<年>月 @

赤飯 89 : 89 ;9;8年E月 @

ABC4飯 89 ; :99 ;9;8年>月 @

赤飯 89 : 89 ;9;E年E月 @

ABC4飯 89 : 89 ;9;E年E月 @

&F%GHI J9 : J9 ;9;>年8月 @

玄米MNOPQ&F%R ;8 : ;8 ;9;>年J月 @

玄米MNOPQ和風R ;8 : ;8 ;9;>年J月 @

UVOWXYZQ[\[\]^_`aRbFcd%eM% ;9 ; <9 ;9;>年:月 @

UVOWXYZQfghR bFcd%eM% ;9 ; <9 ;9;>年J月 @

UVOWXYZQijklm`nRbFcd%eM% ;9 ; <9 ;9;>年<月 @

新p食p缶s%&M% tOueM% ;< J >; ;9;>年<月 @

&F%GHI J9 : J9 ;9;>年8月 v

玄米MNOPQ&F%R ;8 : ;8 ;9;>年J月 v

玄米MNOPQ和風R ;8 : ;8 ;9;>年J月 v

UVOWXYZQ[\[\]^_`aRbFcd%eM% ;9 : ;9 ;9;>年:月 v

UVOWXYZQfghR bFcd%eM% ;9 : ;9 ;9;>年J月 v

UVOWXYZQijklm`nRbFcd%eM% ;9 : ;9 ;9;>年<月 v

新p食p缶s%&M% tOueM% ;< ; <w ;9;>年<月 v

ABC4飯 尾西 89 : 89 ;9;>年w月 @

ABC4飯 尾西 89 : 89 ;9;>年w月 v

xyz4飯 尾西 89 : 89 ;9;>年w月 @

赤飯 尾西 89 : 89 ;9;>年w月 @

梅|} bFcd%eM% <9 E ;<9 ;9;w年8月 @

白|} bFcd%eM% <9 E ;<9 ;9;w年E月 @

煮込����%u 自衛隊食 ;9 : ;9 ;9;w年E月 @

�x�� 自衛隊食 ;9 : ;9 ;9;w年E月 @

ABC4飯 �Z� 89 : 89 ;9;w年w月 @

青菜4飯 �Z� 89 : 89 ;9;w年w月 @

&F%�OP hh�� J9 ; E9 ;9;w年:;月 @

89 :><9

h�������Z%倉庫ppp�

食料品 ;9;<年:月

h�������Z%物入�ppp@ }G���綾歌pppv
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６ 実践と検証 

 

（１）地区防災訓練の実施 

・避難訓練（自治会を含む、ＨＵＧ訓練など含む）：毎年度 1回７月に実施 

・情報収集、伝達訓練：適時（避難訓練に含める） 

・応急訓練：適時（避難訓練に含める） 

・給食、給水訓練：適時（避難訓練に含める） 

・啓発活動：適時（避難訓練に含める） 

 

（２）地区防災計画の見直し 

・毎年、評価と見直しを実施する。 

本計画を３月の防災委員会で現状に合っているか評価し、４月の役員会で見直し、

その後の総会で承認を得る。 

・評価と見直しを 2年に 1回とし、３月の防災委員会で実施する。 

＜計画の見直しの観点＞ 

・活動の対象範囲や活動体制(役割分担)を変える必要はないか 

・地区における重要なことに変化はないか 

・長期的な活動予定に変更はないか 

・実際の活動が実体のあるものになっているか 

・防災訓練、備蓄等の事前対策、教育・訓練等が十分に行われているか 

・緊急連絡先一覧に変更は生じてないか 


